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あらまし：パスカルデータベースは、メナール編纂ノξ 1 はじめに
スカル全集既刊本全4巻「包UVRESCOMPLETES 

DE BLAISE PASCAL」（Descleede Brouwer）の全 1997年、文部省科学研究「人文科学とコンビュータ」

テキストをデータベース化したものである。 2000年 の研究資金援助を受けて、当研究グループによるパ

10月からインターネットで試験公開中である。イン スカルデータベース構築プロジェクトが本格化した。

ターネットを介してのいくつかの語葉検索や頻度作 当初の予想、ではテキストデータベース構築はさほど

成ができるようになっている。検索に関しては、ヒッ の問題なく進むだろうと考えていたが、そこまで筒

トした文を含む原著でのページ画像も表示できるよ 単ではなかった。この完成に至るまでにはさまざま

うになっている。頻度表作成に関しては、 ABC順、 な問題が生じ、そのひとつひとつに解答を与えるこ

多寡順の選択ができ、逆引き辞書の作成も可能であ とで着実に構築をめざしてきた。 1998年度特定領域

る。本稿では、パスカルデータベースシステムの概 研究「人文科学とコンピュータJ報告集 ［6］を参照。

要と使用法について述べる。 研究着手から4年を経て、 2000年3月にほぼ現在の

形にまで完成させることができた。研究成果を多く

Summary: We experimentally release an onー の研究者に還元することを最終的な目的としている

line database on”包UVRESCOMPLETES DE が、その試験的な公開を 10月よりインターネットを

BLAISE PASCAL”（Desclee de Brouwer publish- 介して行っている。このインターネット上での試験

ers) in 4 volumes edited by Jean Mesnard. This 公開の目的はいくつかある。その一つは、利用者の

database can be accessed through Internet from all 利便性が最大限に図られているかどうかということ

over the world, and you can use it for vocabulary の検証である。つまりこのシステムが利用者（研究

searches, making frequency lists , etc. In this paper, 者）の要求に、でき得る限り答えることができるか

we sketch the summary and the useage of Pascal どうか、という能力を量ることを意味しているのだ

Database System. が、具体的にはそういう利用者の利便性を追及する

ために、インターフェースを使いやすくすることを

キーワード： ノfスカル，データベース，メナール 心がけ、また同時に柔軟で強力な検索システムを与

えるなど、いろいろな工夫を加えている。インタ－

Keywords: Pascal, database, J. Mesnard ネット上で公開し、実際に多くの人に利用しても ら
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うことで、このシステムの利便性に対する配慮、が実 ての大規模で組織的な収集を予定している。

際上機能するかどうかを確実に把握することができ 関係資料収集以外にこのデジタルアーカイブ構築の

ると考える。試験公開の目的のほかの部分は、この ための準備を平行して行うこととなるが、テキスト

ような実際の利用を通じて、データベースの記述上 データベースと手書きの原稿、写本等の画像データ

のミスがあれば、その発見に大きく貢献するだろう ベースを統合する仕組みの研究に着手するとともに、

し、ひいてはデータベースの精度を高めることにも 柔軟でかつ強力な検索システムも考案中である。

つながるものである。しかし、この公開に関して注

意を払わねばならないことはこれにとどまらない。

つまり、利用者の便宜を最大限に図ることを主眼に 2 システム概要
おかねばならないし、おきたいが、利用者が自由自

2000年3月にメナー／レ版ノfスカルデータベースシス
在にデータを操れるようにすることは、オリジナル

テムが完成。 2000年 10月からデータベースをイン
データが大量にコピーされる可能性を生み、データ

ターネットで試験公開中である。アドレスは、
ベース作成に関する知的財産所有権の侵害を図らず
も許してしまう可能性を示唆している。このことに http://pascal.sci.fukuoka-u.ac.jp:8080/ 

関して、利用者のためには無制限の公開が望ましい
である。

システムは、パソコン上に JavaとOracleを用いて
し、それこそがデータベース公開の本領だと思われ

構築している。データベースメンテナンスに関して
るが、そのような無制限の公開は、デジタルで－作成

されたものの運命として簡単にコピーし得るという は、アクセス（MicrosoftAccess）でリモート処理で

きるようになっている。
弱点を持ち合わせていることとあわせると大きなジ

レンマとなるのである。
、ステム構成＞

そういうジレンマを少しでも解消するべく、利用者

にはやさしく、しかし製作者の保護も考えたシステ
コンビュータ本体：

ム製作を模索しており、現システムにおいては、情

報ではなく、情報を引き出す方法において負荷を与 DELL PowerEdge 1300 
PentiumIII 500MHz えることで知的財産所有権の侵害への抑止策として

考えている。
メインメモリ 256MB

さらにネットワークの速度あるいはコンビュータの サーバOS:

能力が充分かどうか、というハードの部分での効率 Turbo Linux 4.2 ftp版

を確かめるという意味がある。
九Nebサーノく：

システムは、現在、パソコン上で維持管理及び、保
Apache.1.3.6. tar .gz 

守がなされているが、利用状況及び、改善すべき点

に関しては、データの蓄積に伴い追って報告の予定 データベース：

である。偉大なパスカルの多岐に亘る業績の全てを Oracle8 Workgroup Server for Linux R8.0.5 

考えたとき、後世に残したい自然や建造物を指定し
Javaに関しては、次の2つのパッケージを使用した。

保存し維持しようという趣旨のもとで設定されてい
Java開発キット：

る＜世界遺産＞のような観点をもって、卓抜したそ
jdk_l. l. 7・v3・glibc-x86.tar.gz

の業績と思想、に対して、その全ての保存と維持に勤
(Java Development Kit) 

め、後世に残す義務があると考える。そこで、ここ
Javaサブレット開発キット：

までの完成をみたテキストデータベースを一歩先に
jsdk2. 0-solaris2-sparc. tar .z 

発展させ、これを中心に据えた＜パスカル総合資料 ， 
(Java Servlet Development Kit) 

館＞（パスカルデ‘ジタノレアーカイブ）の構築を行う 、

ことがこのデータベースの次なる使命と考えている。

更にこれに引き続いて、この＜パスカル総合資料館 3 データベース
＞もインターネット上での公開を目指したいと考え

ている。このパスカル総合資料館の早期公開の実現 データベースは、既刊本全4巻の全文テキス トデー

のために、パスカル関係資料のあらゆるものに関し タベースと見聞きの2ページを単位と した画像デー
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タベースからなる。テキストデータベースの容量は凡 MS, NO, PQ, seront de m¥e向＼meordre. 

そ l-l.6MBで、画像データベースは 176MBである。 #2-0232-11-00-P Cela sera un 

tro工si¥e'¥melemme. 

3.1 テキストデータベース
c#2-0232-12-00-P En suite de ces trois 

lemmes et de quelques 

次は、パスカルデータベースの電子テキストサンプ cons¥e’＼quences d'iceux, nous donnerons 

ルである。電子テキス卜には文頭に、文の区切り語 des ¥E'¥l¥e’＼ments coniques complets, 

＃と同時に原著での位置が分かるようにボリューム ¥a'¥ savoir toutes les propri¥e’＼t¥e’h 

番号（巻数）とページ数、行数が記されている。多段 des diam¥e'¥tres et c¥o「t¥e’＼sdroits¥L2¥, 

組のページがあるので、多lj数も入れている。例えば、 des tangentes, etc., la restitution du 

#2-0232-11-00-Pは第2巻 232頁の 11行目を意味 c¥o内＼nepresque sur toutes les donn¥e’＼es, 

している。 Pはパスカル本人が書いた文を表す。OO la description des sections de 

は列数が 1段組であることを表す。全集には、姉妹 c¥o-¥ne par points, etc. 

やパスカル周辺の人々の書簡集及び編者メナールに

よる註も含まれているので、ここで区別できるよ う 3.2 

になっている。したがって、検索時にパスカル本人が

書いた文だけを対象にしたり、あるいは姉だけの書

簡集に限定することができる。また、パラグラフの

区切りとして、記号＠ を入れている。文中での＼e'¥
等は、フランス語の色を表している。詳しくは、 4.5

変換対応表を参照。

電子テキスト例

也＃2-0231-38-00-D4. C'est-¥a'¥-dire, 

d’apr¥e'¥s la d¥e’＼finition prcm工＼e'¥rf,

concourantes. En d’autres termes. 

le point d’intersection des droites 
NO et PQ se trouve sur la droite MS: 

les c¥o《＼t¥e’＼s

c#2-0232-01-00-P LEMME ¥!R2¥ 

也＃2-0232-02-00-PSi par la m¥e-¥me droite 

passent plusieurs plむis,qui soient 

coup¥e’＼s par un autre pl回， toutesles 

lignes des sections de ces plans sont de 

m¥e《＼meordre avec la droite par 

laquelle passent lesdits plむlS.

c#2-0232-06-00-P ¥L*¥ Ces deux 

lemmes pos¥e’＼s, et quelques f aciles 

cons¥e’＼quences d’iceux, nous 

d¥e'¥montrerons que, les m¥e《＼meschoses 

¥e'¥tant pos¥e’＼es qu’au premier lemme, 

si par les points K, ¥!R5¥, passe une 

quelconque section de c¥o-¥ne qui coupe 

les droites MK, MV, SK, SV, 

es points 0, N, Q, les droites 

画像データベース

既刊本全4巻を見聞き 2ページをひとつの単位とし

て、 全て画像データベース化した。検索された文章

を原著で確認できるようになっている。原著に含ま

れる数学や物理関係、の図等は、テキスト化していな

いので、当面このような処置をとっている。図 1は、

画像データの例である。閲覧時、コピー防止のため

PDF形式とした。 PDFは AdobeAcrobatのファイ

ル形式で、 PortableDocument Formatの略である。
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図 1：画像データペース
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4 データベース使用方法

4.1 試験公開要項とパスワードの取得

試験公開要項には、利用要項、 必要連絡事項、制限

事項が簡潔に記されている。このデータベースの使

用については、実験公開の目的からいっても、商業

的な利用の不可、そして原則として個人の使用のみ

パスカルデータベースを使用するには試験公開要 としている。また、個人の資格としても真に学術的

項をよく読み、 パスワードを入手する必要がある。 な目的をもっ利用者に限定している。

試験公開要項は、 現在、 日本語版、 韓国版、 英語

版、 ドイツ語版が用意されている。順次他の言語で

の要項も準備中である。試験公開要項及びパスワー

ドの入手方法に関しては、

http://pascal.sci.fukuoka-u.ac.jp:8080/ 

にアクセスする。例として、英語とドイツ語の試験

公開要項を上げている。図 2,3を参照。

量ま血且百曲聞副剛陶・酬明日剖圃置＜；l<"'IU>"'!Stl• 高田両・罰宮町』ーーーーーーーーー＿，ロfxl

・J E血尉胸 F酬 it回目時 J:iolp 一一E掴
Guide for the Preliminary Open Database on Blaise 

PASCAL 

E世j土竺リ三竺竺J~竺竺j土竺J＿＿＇.竺竺j

抽出陣rimentaclvrelease an onli問 databaseon ・OEUVRES 
COMPLETES DE BLAISE PA:>:)AL’<Desclee de Bro山 er
publicho目） in 4ν。lumoc >d itoJ by Jooo同国間吋 Thied•tab=o 
C剖 beaccessed through Internet司romall over ¥he帆orld.and you 
caηuse it for vccabcl<>ry so＂＇ニhes、n陥＜irooIr己queocYlists; etc. 

。lo＂‘。 uac件、ePo・cnlDot<>bo•c> 

Yo; need a password for the access to the dat呂田忠

lh:ise nte悶stedin consult in• our dat畠aseare reauosted to 
mcke 
oh司；，.1',incn.f..取：，。レau.ac 10 
<Shuji SHIR《ISHD司art,,entof句pliedMathe旧 toes
f.,;ult) ul S印刷－.；；es.rukuu•o Uni胃日巾〉

by e_mail Y¥ith you’p-ofilnc dota: 

1＇国 m也 4. en回，ladd, ... 

Z証Jd，巳》￥ 5. irsli恥tic川

3 te同hor.,numb白 白同叫刷nW. tt陪字削4山師

At pre語nt州sdatabase is m•naged b•t Sh日 ishion PC M叫隠
ex;er i ment• I ly cpen to t岡 publK:lor academic p日P恒国We
却 ooln"'"n判ず朝刊 tnth• 日＂＂ for ;x>«ihl• nc"'vonPnηH 
and would V!elcc・me •ny kind cf ad"lices for and :oll畠ora•1ons to 
the im~rovemeni ond devolopco問団 of:he 由同国•e

<Restrictions> 

’g 

38 

In－.；軒wnf the. che同肘府石町f0ηie.c<iv慣のfth• D，陪entexpOfim•n伺l
exo1bifon oi the dat•baseφcoonme1cial usa酔s"e問 tacceptable 
In orinciple. only acadomic剖 d回目onalus•1•• ..,;11 be admotbd. 
The intellectual pr叩erty•icht on this団tabosebelor世 tothe 
出Jt叫 publi•hero and ll陀 μrod凶＇＂＇＂ ofll鴻 L抽出凶...TI le pub: i< 
users O'e requested ’o a、.oidany ;ind of violat犯のofthis pro>erty 
ro~t. 

州 aredeeply thank1ul tc those who kndly tram lated thi; cu de 
1nb vat 1ous lan<uaces. w01ch測oul:fenoble the rese.,.ch.,.s all 
ov舎rtho wσId to use th is d剖abaso:E司lisr,Ge1 man RJ.瓜sian
Chinese. Kcrean. S阿帆 ltali•n. etc. ヱj

「－ ，一面芯~ゐ下一一コ

図 2・試験公開要項（英語）
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図 3：試験公開要項（独語）

4.2 データベース接続

パスワードを取得したら、それを用いてデータベー

スに接続する。

ブラウザを起動して

http://p出 cal.sci.fukuoka-u.ac.jp:8080/

にアクセスする。そのページにある Goボタンをク

リックすると、 パスワード入力画面（図 4）になる。
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図 4：パスワード入力画面

“Password：ヲヲの欄に入手したパスワードを入力し

て、“Login”をクリックする。認証に成功すると、

Search & Frequency画面になる。（図 5）この画面



には 3つのボタンがある。 searchと frequency,in-

put_character _tableである。 searchは語葉検索用

ボタン、 frequencyは頻度作成のボタンである。 in-

puLcharacter _tableは変換対応表である。
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図 5:Search & Frequency画面

4.3 語藁検索

検索には、語葉検索と目次検索の 2種類を用意して

いる。目次検索に関しては、作品ごとにアクセスす

ることができるようになっている。アクセスすると、
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図 6：語葉検索画面

作品の先頭の頁が表示され、頁の前後はボタンで捲
16を選択すると実際のフランス語の文が表示される。

れるようになっている。語葉検索を行うには、 Search
図8参照。

& Frequency画面で“search”をクリックする。そう
ここで、さらに Show_OriginaLTextボタンを押す

すると、 Search画面になる。
’ ‘ と、その頁の画像データが表示される。 3.2画像デー

ここで、検索項目を指定する。識別 （P：パスカルが、 タベース参照n
書いた部分等）、言語区分（F：フランス語部分、 L：ラ - '0 

テン語部分）、巻、頁、行、安lj検索文字列を入力して

“Submit Query，，をクリックする。 4.4 頻度表
例えば図 6では、パスカルがフランス語で書いた部

分で、第2巻の最初から 1400頁までの中で、 4つの データベース作成における頻度表作成は、誤入力の

単語または文字列 je、ne、p回、 etを含む文が何処 発見に貢献し、データベースをより完壁なものに近

にあるかを検索する（And検索）。 jeの前後には空白 づけるものである。と同時に希少語の発見などにみ

を入れているので完全な単語として指定している。 et られるように、 1次的な資料としての役割も担うの

の後には空白を入れているので、単語の接尾語にな で、大いに意義のあることとして、細心の注意をは

りうる。 neとpasに関しては、前後に空白を入れて らって取り組んできたものである。

いないので単語の部分列の可能性が充分にある。 その成果の一つであるパスカル頻度表第2巻の 1[5]

文字列を含む文にヒットしたら、その位置情報（巻・ は、パスカルが 1640年初めから 1654年の 15年間

頁・行など）がまず表示される。その位置データに に書いた論文、手紙など全ての作品を網羅したもの

関しでも 10個ずつ表示するようになっている。図 7 で、もっとも華々しい活躍をした時期であると同時

参照。

Nextボタンをいくつか押した後、位置情報 2-0523- 岐にわたり、作品ごとの頻度には著しい変化がみら

に宗教思想に目覚めた時期のものであり、内容は多
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図 7：検索結果一覧表示画面

れる。頻度表は、まず2巻中の収録作ごとに分けて

アルファベット順、頻度順、逆引き順と作成し、ま

た同時に、メナール版の特徴として、時系列的に作

品を並べていることから、全体を併せて一つの作品

と考え、この頻度表も作成した。これについても同

じようにアルフアベット順、頻度順、逆引き順と作

成した。

頻度表を作成するには、 Search& Frequency画面

（図 5）で“frequency”をクリックする。頻度表条件入

力画面（図9）が現れる。

ここで、次の頻度作成項目を指定する。

識別（P：パスカルが書いた部分等）、言語区分（F：フラ

ンス語部分、 L：ラテン語部分）、検索範囲（巻、頁、

行、列）、頻度表を作成したい単語の範囲、検索結果

の表示方法（ ABCJI慎、多寡JI頃、逆引きJI慎）

例えば図9は、パスカルがフランス語で書いた部分、

検索範囲は、第2巻の518頁の28行から 527頁まで

としている。また、単語の範囲は、“p＂から“ r”まで

の間にある単語を対象にしている。

ABCJI慎をチェックするとアルファベット順に頻度表

が作成される。図 10を参照。

また、図9で “Freq.Order”をチェックすると、図 11

のように多寡順に頻度表が、“Reversedic”をチェッ

クすると図 12のように逆引き辞書が作られる。
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4.5 変換対応表

ゴ
ィ

パスカルデータベースにはアルファベット以外の記

号は、変換対応表に基づいてデータベース化してい

る。その変換対応表を見るには、 Search& Frequency 

画面（図 5）で“inpuLcharacter_table，，をクリ ックす

る。図 13参照。

伊l

5 

e-+ e’ a→a‘ eー＋ e‘ 
u-+ u' a-+ a e －ート e 

lー今 l 0-+ 0 u -+ u 

α三一＋ oe c→c/ 

今後の課題－パスカルデジタル

アーカイブの構築に向けて

人類共通の財産として位置付けられた建造物・自然

環境を保存するために、各国が協力し連携しようと

いうのが＜世界遺産＞の主旨だが、人類共通の遺産

は建造物や環境自然だけではない。同じく人類が誕

生して以来、築き積み上げてきた＜人類の叡智＞も、

われわれの大切な遺産である。具体的には各学問の

知識、芸術、技術なども人類の歴史文化資産として

残さねばならない＜世界遺産＞である。文字、記号、

映像などによって表現されてきたこのような分野は、
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なまじそのような方法で保存されているために、保 などの画像処理をしなければならないもので、これ

存方法の恒久性に付いての検討が後回しにされがち を収録して初めてこのデータベースが完成に近づい

であったが、ここにきて従来の方法とは全く違う形 たといえるもので今後はこのデータの収集を目的と

でのディジタル技術を使用した保存方法によってこ するものである。今後の研究では、パスカルに関す

れら人類の叡智を後世へ継承しようという試みが生 る資料を収集し、デジタル化し、組織化することに

まれている。これが＜デジタルアーカイブ＞である。 より、多角的、微細に分析、整理、研究することが

デジタルアーカイブの必要性についての認識は急速 できる。

に高まってはいるが、例えばインターネット公開に向 哲学者、数学者、科学者、宗教家と多彩な顔を持ち、

けることを前提にしても、一般利用者、資料利用関 そのいずれの分野においても超一級の仕事を成し遂

係者などからの利便性という視点が欠除しているの げた天才パスカルの全生涯、全思想を体系的に網羅

が現状である。一般的には過去のマイクロフィルム したデータペースは世界にも類を見ない規模のもの

による保存のようにただ単に写し取るだけの作業に で、これを明快な形で等しく全世界共通の遺産とし

多かれ少なかれ終始していて、デジタルアーカイブ て位置付け、インターネット上の公開を考えている。

の縦横無尽な可能性についての研究はまったくもっ

て不十分な上、そのために解決しなければならない

問題も山積みの状況である。しかし当研究グループ 6 底本
は、数年前よりメナール版ノミスカル全集の編者本人

であるメナール氏の協力を得、国内外で唯一という

パスカルデータベースのデジタルアーカイブの研究

を先行しており、資料を実際に引き出す側の使い勝

白山rescompletes de Blaise Pascal, tomes. I 4, texte 

etabli, presente et annote par Jean Mesnard, DDB. 

手にも配慮し構築を試みる研究をし続けている。ま 7 
た、インターネット上での公開に向けて、諸問題も

謝辞

想定し、これに解決を与えてきている。それに加え 本研究は、 1997年度重点領域研究「人文科学とコ

ての第2段階として、このデータベースの充実にヴィ ンビュータJ研究課題名ノミスカル全データベース作

ジュアルの側面も盛り込む方法を試みている。具体的 成と言語解析、 1998年度特定領域研究 「人文科学

にはパスカルの直筆の文章、彼に関するあらゆる物 とコンビュータ」研究課題名ノfスカル全データベ一

品及び映像（多数のものが主にフランスに存在する） ス作成と言語解析、 1998年度研究公開促進費学術
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A> 

図書図書名パスカル頻度表第2巻の 1、の成果に基

づくものであることを付記する。
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